
直売所POS販売管理システムによる効率化を図り情報技術を、どのように活用するか！
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1.トレーサビリティについて

１．【トレーサビリティとは】

「トレーサビリティ」とは、トレース（ｔｒａｓｅ[追跡]）とアビリティ（abirity[可能]）を組み合わせてできた言葉で、直訳する
と[追跡可能性]という意味になります。つまり、圃場（田んぼや畑のこと）から食卓に届くまでの生産、加工、流通を追跡できると
いうものです。

店頭にならんでいる商品を「誰が」「どこで」「どのように」作ったのかという生産履歴を記録して、消費者に商品の安全性を証
明します。
牛肉ではすでにトレサビが法的に義務付けられました。
その他の分野ではまだ法的な規制はありませんが、積極的に導入する流れのようです。

スーパーなどでは、店頭に並べられている野菜や果物の横に産地名や生産者の顔写真が貼ってあるなど、消費者の皆さんにとって
作っている人の顔がみえてさらに安心して食品を購入することができるシステムができています。
安全であることの証拠となるトレサビは、消費者の皆さんから選ばれるための条件となっているのです。

２．【トレーサビリティは、なぜ必要なのか】

ここ数年の間に起こったBSEや産地偽造騒動などで、食品に対する信頼が薄れ、食の安全性が強く求められるようになってきたのが原
因で、こういったサービスが注目されるようになりました 。トレサビを導入するのには、大きく２つの目的があると言われています。

●食品流通の「保険」
食品流通の広域化やサービスの高度化に伴って、万が一の食品事故は、社会的に大きな影響をあたえます。
トレーサビリティは、事故等が発生した場合のリスクマネジメント（製品回収や原因追求のしくみ）として機能しますので、

まさかの時の「保険」といった機能があります。

●食品の安全性の証明
食品の偽造表示や無登録農薬使用問題などにより、消費者の食品に対する信頼が非常に問題になっています。
レーサビリティを活用して、安全性の証明や不正防止のしくみを提示することにより、その食品に信頼性やさらに「付加価値」

を与えることができるかもしれません。



２.直売所様の管理状況（参考）
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３.農薬管理システムの特徴
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農水省のデータベースより
推奨農薬の設定を行います。
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４.レイアウト
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５.記入例



６.農薬管理システムの流れ
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①農薬管理PDF発行
②生産者が記入
（栽培履歴へ）

農薬一覧

③管理者が使用農
薬をチェック

栽培履歴
提出

⑦農薬管理システム
へPDFを登録。

④ラベル発行システム
の出荷許可設定を行う

⑥スキャナでPDFを作成⑧栽培履歴PDFを発
行可能 ⑤ラベル発行が可能

栽培履歴
提出

栽培履歴用紙で農薬の
履歴をチェックすると同
時にラベル発行の許可設

定を行う

今後の予定


